
第145号(昭和48年7月2日第三種郵便物認可)

^
0 ご、六、iス＼

＼、ノ

第 1 4 5

替
、ム'リi

J゛ N ◆二ぞし.,N'0

奈良会議所ニュース

0

奈虞、良

6

.
、

^

^

'

鴫

゛

^

-b 釜寓一^

゛ 、菅

昭和55年10月10日(毎月1回10日発行)

、

".Ⅷ、

r

、

6

"1
t二 凡

^

ブ"ミ、

ー.劉^羊、

6

^C^C^^Cコ●コCコトコC*コ0κ,0゛コC,10

」

1 980.10

ぎ、、'

^

0●■Cコ^C^C"OC*コC゛OC'OC^^C-0
鹿の角切り

.凱

.

.ユ

"

!
" J-J^』凡、.

倒, 蓮ξ','芋'噌、/g
叫倫'

134.3

第145号(第三種郵便物認可)

昭和55年度通行量調査まとまる

『経営者の体力増強策』

『昭和5笄度中小企業者に関する
国等の契約の方針』について

商業シリーズセミナー・

企業経営のカンどころ

士地建物を売ったときの税金一・
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今月10日から春日大社境内の鹿苑角切り場て鹿の角切りが行われる。その始
まりは古く徳川時代と言われており方法も縄網を鹿の角に打懸け押し倒すー
という昔ながらの方法を踏襲。秋の深まりゆく中て繰り広げられる人と鹿の勇
壮な行事は圧巻てある。
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お問い合はせー・・・
奈良公共職業安定所

職業紹介係まで
TEL 24-5501
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写
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保
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工

女

客

月
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現場監督
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安
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般事務

配
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係
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かしわ調理

帝国興信所

月
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前年同月

子

金

手取賃金
(月収)

4 億8,500万円

8

(内整理を含む負債1,000万円以上)

額

植

31億6,000万円
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般事務
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職業紹介状況(8月)学卒・バートを除く(奈良公共職業安定所)

包

人

6 億4,000万円

J

'
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;

230,000円

管
4年
12年

一般事務

42

勤務時間
(休日)

軽

装

マルケイ
推せん状況

200,000円

の

9 00~17 30
(日・祝)

かしわ調理

、'

45

項目

工

作

100,000円

8.00~17.00
(日・祝)

50

業

イイ

3年

/

120,000円

8.00~17.00
(日・祝)

規

包装 工

間有

58

( 9月)

10年

9.00~18.00
(日・祝)

90,000円

雑

規

2年
1年

間有効求職者

規模

通
問

不問
通

100,000円

9.00 ・〕 17.00
(日・祝)

区分

求

4年

役

住所

不問

不問
通

奈良市消費者物価指数

人

100,000円

9.00~17.00
(日・祝)

,頃

効

9年

不問

奈良市
通

9.00~17.00
(日・祝)

生駒市

70,000円

配偶者
の有無

求

者

不問

奈良市
通

奈良市

9.00~17.00
(日・祝)

80,000円

人

数

不問

不問
通

9.00~17.00
(日・祝)

奈良市

第145号掲載分

6月

無

子歴

倍

688
1,881

不問

9.00~17.00
(日・祝)

奈良市

上昇率

高校卒
珠算3級

有

134.9

対前月比

男

17フ

不問

奈良市

7月

7月(昭和50年=100)

893

1級建築士
普通自動車免許

4,111

有

.

448
1,223

生駒近辺

不問

奈良市

539

無

資格

m]ノ＼
配管工1級

135.0

女

閉色
0.2

188

86

不問

天理市
通

0.45

429

奈良市

2,017

有

旧中卒

240

不問

前年比%

658

食料

264

奈良市

有

旧中卒

8.6

△

0.1

94

91

不問

乗客数

2,094
464

生駒市

△

有

H

△

住居

275

125.3

天理市

△

有

中卒

72

94

3級

0 31

8月

有

月別

摘要

△ 25

光熱

131.0

126.0

無

(国鉄奈良駅・奈良交通)
国鉄奈良駅

高小卒

(総理府統計局)

7

旧中卒

乗

被服

131.0

168.5

月

8

奈良交通名所めぐり

月

客

434,084

雑費

171.3

地
佃
務
・曹

局

不

本

・
通
阪大

通
東

年
年

5
5

業
理管材

営
資

備
縫艮

警
呉

扶
1

推
せ
ん
金
額

一
、
七
五
0
万
円

築
監

建

5

311
8部

員

9N

係
務

ソ
、

レ
事

36

登
W
夾
Ⅷ
路

2
9

゛

秋
本
番
。
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
、
読
書

の
秋
:
:
と
何
を
す
る
に
も
絶
好
の

季
節
▼
一
方
、
奈
良
需
業
界
は
相

次
い
て
出
さ
れ
た
大
型
店
舗
進
出
計

画
て
大
き
く
変
化
し
よ
う
と
し
て
い

る
現
在
各
商
店
て
も
こ
れ
ま
て
以

上
に
工
夫
を
凝
ら
し
九
経
営
が
要
求

さ
れ
る
の
は
必
須
。
と
こ
ろ
が
経
営
改

善
を
は
か
る
と
い
,
つ
こ
と
は
な
か
な

か
難
か
し
い
も
の
▼
そ
こ
て
会
議
所

か
ら
提
案
ノ
.
こ
の
時
に
発
想
の
転
換

を
兼
ね
て
『
商
業
セ
ミ
ナ
ー
』
を
受

講
さ
れ
て
は
い
か
が
て
す
か
。
開
催

要
項
は
七
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
し
九
。

秋
の
訪
れ
と
と
も
に
積
極
経
営
に
乗

り
出
そ
う
て
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
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通
行
量
最
大
地
点
は

小
西
通
り
商
店
街

昭
和
五
十
五
年
度
通
行
量
調
査

急
速
な
人
口
増
加
と
共
に
大
型
店
舗
建
設
計
画
が
次
々
と
発
表
さ
れ
る
な
ど

査
禹
の
商
業
蛋
は
大
き
く
変
化
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
中
て
、

霄
商
店
街
の
通
行
量
の
動
向
を
把
握
す
る
こ
と
に
よ
り
商
店
街
の
あ
り
壹

び
に
商
店
街
活
動
の
一
助
と
す
る
目
的
て
毎
年
継
続
実
施
し
て
い
る
通
行
量
調

査
の
結
果
が
こ
の
ほ
ど
ま
と
ま
っ
た
。
以
下
は
調
査
結
果
の
概
要
て
あ
る
0

駅
前
・
大
型
店
が
集
客
要
素

翁
査
結
果
〕

↓
総
括
的
概
要

今
年
の
通
行
量
調
査
の
結
果
十

九
地
点
総
数
三
八
七
三
三
一
人
て
対

前
鴛
三
・
六
%
の
増
加
を
示
し
た
。

こ
れ
は
、
最
近
の
奈
良
市
の
人
口
増

加
一
一
.
ハ
%
と
共
に
延
び
て
い
る
と

推
察
さ
れ
る
。

尚
、
地
区
別
に
み
る
と
西
大
寺
以

東
二
六
地
点
)
は
村
剛
年
比
=
一
・

七
%
の
延
び
を
示
し
、
西
大
寺
以
西

に
つ
い
て
み
る
と
二
・
ニ
%
の
増
加

を
不
し
て
い
る
。

通
行
量
の
多
い
地
点
は
次
の
通
り

両
日
の
総
数
)

第
一
位
.
小
西
通
商
店
街
(
た
か
ら

美
容
院
前
西
四
一
六
九
人

第
二
位
・
東
向
商
店
街
(
旧
商
工
会

議
所
前
)
四
三
三
二
人

第
三
位
・
三
条
通
商
店
街
(
ダ
イ
エ

マ
調
査
実
施
機
関

査
商
工
会
議
所

(
協
力
機
閃
奈
良
市
観
光
商

工
課
・
査
県
商
工
課
・
奈
良

県
立
食
商
業
高
等
学
校

マ
調
査
の
概
要

イ
調
査
日
時

八
月
三
日
卿
・
四
日
卿
何
れ

1
前
)
二
七
二
六
二
人

と
な
っ
て
お
り
、
何
れ
も
駅
前
.

大
型
店
立
地
と
い
う
集
客
施
設
を
控

え
た
地
域
て
あ
り
、
今
日
の
商
業
力

が
こ
の
結
果
に
集
約
さ
れ
て
い
る
と

思
わ
れ
る
。

⇔
地
点
別
通
行
量

盲
曜
旦

通
行
量
の
多
い
順
は
次
の
通
り

1
商
店
街
(
旧
商
工
会
議
所
前
)

二
三
七
0
八
人

県
西
通
商
店
街
(
た
か
ら
美
容
院

前
)
一
三
0
七
八
人

③
西
大
寺
東
商
店
街
(
大
和
銀
行
前
)

二
0
三
六
八
人

畏
向
商
店
街
(
寿
し
常
前
)
二
0

一
三
六
人

⑤
三
条
通
商
店
街
(
ダ
イ
エ
ー
前
)

一
七
九
九
四
人

少
な
い
順
 
1(

'

①
畠
雄
商
工
振
興
会
(
キ
タ
ダ
ビ
ル

前
)
一
六
九
二
人

②
西
寺
林
商
店
街
(
光
学
堂
北
側
)

二
六
七
一
人

③
下
御
門
商
店
街
(
光
学
皇
則
)

三
三
七
人

(
月
曜
旦

永
西
通
商
店
街
(
九
か
ら
美
容
院

も
午
前
十
時
S
午
後
六
時

口
調
査
地
点

十
九
地
点

ハ
調
査
空

場
所
別
・
方
向
別
・
時
問
別

に
中
学
生
以
上
の
男
女
百

動
車
ミ
ニ
バ
イ
ク
を
含
む
)

を
計
測

前
)
一
三
0
九

一
人

②
三
条
通
商
店
街

(
ダ
イ
エ
ー
前
)

一
九
二
六
八
人

ー
ー
(
旧

1
臣
別
)

一
七
四
二
四
人

④
西
大
索
商
店

街
(
大
賀
行

ル
前
)
一
八
八
0
人

②
西
寺
林
商
店
街
(
光
学
堂
北
側
)

二
四
五
二
人

③
下
御
門
商
店
街
(
光
学
堂
前
)
二

七
一
工
人

そ
の
他
の
各
地
点
に
お
け
る
通
行

量
は
次
の
通
り
て
あ
る
。

マ
花
芝
商
店
街
(
タ
マ
ヤ
メ
ガ
ネ
店

前
)
卿
三
三
究
人
卿
四
a
<
人

▽
東
向
北
商
店
街
(
川
井
薬
曼
剛
)

⑨
七
三
三
0
人
卿
七
五
八
八
人

▽
小
西
通
商
店
街
(
住
友
銀
行
西
側
)

卿
三
九
三
三
人
側
t
三
六
二
人

▽
も
ち
い
ど
の
セ
ン
タ
ー
街
(
松
森

陶
器
店
前
)

卿
t
二
九
0
人
岡
八
九
二
二
人

▽
も
ち
い
ど
の
セ
ン
タ
ー
街
(
山
田

薬
昼
則
)

⑨
四
九
九
二
人
卿
三
九
二
四
人

▽
三
条
通
商
店
街
雨
都
銀
行
本
店

前
)冊

一
四
五
七
八
人
卿
三
五
五
五
人

V
三
条
通
商
店
街
(
第
一
生
命
前
)

卿
一
三
六
四
人
月
-
0
二
六
五
人

▽
三
条
通
商
店
街
(
第
一
勧
銀
前
)

冊
九
六
一
八
人
側
九
四
0
二
人

▽
西
大
寺
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

(
近
商
ス
ト
ア
ー
前
)

卿
五
六
七
四
人
卿
五
九
八
0
人

1

トぞリぞ
奉
三

し暮

{

ー
:
ー
、
,
烹
、
、

」

一
二
、

」

一
■
1

良

前
)
工
△
五

三
人
、

,
'

玉

人

1
商
店
街
(

寿
し
常
前
)
一

四
八
八
0
人

少
な
い
順
 
1

念
畠
雄
商
工
振
興

会
(
キ
タ
ダ
ビ

し
て
参
り
ま
し
た
。
こ
の
間
時
代
の

進
展
に
つ
れ
て
各
種
の
貸
付
制
度
を

設
け
現
在
て
は
「
二
十
種
類
余
り
」

の
制
度
を
持
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の

結
果
貸
付
残
高
は
年
々
増
加
の
一

途
を
た
ど
り
、
さ
ら
に
五
十
三
年
度

か
ら
は
、
高
校
大
学
へ
の
進
学
の

た
め
の
小
口
資
金
を
融
資
す
る
進
学

資
金
貸
付
制
度
も
設
け
ま
し
九
。

こ
の
よ
う
に
、
国
民
公
庫
は
、
事

業
資
金
と
進
賣
金
の
両
面
に
わ
た

(
ノ

▽
学
園
前
シ
.
ツ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

(
査
近
畿
日
産
前
)

卿
四
六
二
六
人
側
五
二
0
四
人

▽
富
雄
ユ
ニ
ー
ド
前
名
店
街
(
亀
田

ビ
ル
前
)

卿
七
八
0
八
人
卿
四
九
九
0
人

〔
通
行
量
の
推
移
〕

昭
和
五
十
一
年
を
基
点
に
五
年
間

を
み
る
と
、
次
表
の
通
り
。
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険
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ギ
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当

、
、

(
市
長
選
)
(
知
事
選
)

木
山
氏
・
鍵
田
氏
推
せ
ん
を
決
め
る

議
員
懇
談
会
開
く

電

0
活
力
の
あ
る
事
業
資
金
と
、

お
子
さ
ま
の
進
学
資
金
の
二
準
備
は
、

国
民
金
融
公
庫
で
"

、

ノ
少

气
Y
/

゛
転
.

冉

曇
曇
後
甬

当
所
て
は
、
当
面
す
る
市
長
選
挙

及
び
県
知
事
選
挙
に
つ
い
て
協
議
す

入し

る
た
め
先
月
二
十
四
日
、
当
所
に
お

て
緊
色
議
員
懇
談
会
を
開
催
し
九
。

入し

結
果
市
長
選
挙
に
は
木
山
弘

氏
・
知
事
選
挙
に
は
鍵
田
忠
三
郎
氏

を
そ
れ
ぞ
れ
推
せ
ん
す
る
こ
と
を
申

し
合
わ
せ
た
0

一
一
:
:
.
ニ
=
:
:
.
三
:
:
ニ
=
=
:
:
.
、
一
、
:
:
ニ
=
=

、
一
,
:
:
ニ
=
冨
:
:
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一
:
:
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ニ
=
一
:
.
:
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一
、
:
ニ
:
冨
冒
:
:
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、
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=
一
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.
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:
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:
●
.
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■

り
皆
さ
ま
方
の
ご
要
請
に
お
答
え
し

て
お
り
ま
す
。
今
回
は
国
民
公
庫
ゼ

一
番
多
く
ご
利
用
願
っ
て
い
る
普
通

貸
付
の
う
ち
一
般
貸
付
に
つ
い
て
ご

岬
し
ま
す
。

一
、
、
こ
利
用
い
た
だ
け
る
方

ア
、
事
業
を
営
む
方
て

資
本
金
-
0
0
0
万
円
以

下
の
方

イ
、
従
業
員
-
 
0
0
人
(
商
業

サ
ー
ビ
ス
業
は
五
0

△
以
下
の
方

注
こ
の
規
模
を
こ
え
る
方
て
あ
っ

て
も
個
々
の
事
情
に
ょ
り
お
取

扱
い
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

ニ
、
ご
融
資
の
対
象
と
な
ら
な
い
方

は
、
芸
ぎ
業
、
芸
ぎ
周
せ
ん
業

ト
ル
コ
ブ
ロ
、
ナ
イ
ト
ク
ラ
プ
、

金
融
業
及
び
寄
付
金
等
に
よ

り
社
会
福
祉
事
業
を
経
営
さ
れ

て
い
る
方
。

奈
良
商
工
会
議
所
の
会
員
の
皆
さ

ま
に
は
、
す
て
に
国
民
金
融
公
庫
(

霖
←
国
民
公
庫
)
を
ご
利
用
い
た

だ
い
て
い
る
方
が
大
勢
お
ら
れ
る
こ

と
と
存
じ
ま
す
。
今
回
は
ま
だ
ご
利

用
さ
れ
て
い
な
い
方
の
た
め
に
国
民

公
庫
の
あ
ら
ま
し
を
ご
紹
介
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

国
民
公
庫
は
、
昭
和
二
十
四
年
に

設
立
し
て
以
来
、
朱
企
業
の
皆
さ

ま
に
長
期
低
利
の
小
口
融
資
を
い
た

0

、

.
゛

'

、

、

(

晴
後
雷

度

峠

午

三
、
ご
融
資
額
、
一
五
0
0
万
円
以

内
。
た
だ
し
、
特
定
設
備
資
金

は
二
二
0
0
万
円
以
内
。

四
、
ご
融
資
期
間
、
運
転
資
金
五
年

以
内
、
設
備
資
金
七
年
以
内
。

た
だ
し
、
特
定
設
備
資
金
は
十

年
以
内
、
な
お
、
必
要
に
応
じ

て
ご
融
資
期
問
内
て
、
運
転
資

金
六
ケ
月
、
設
備
資
金
二

年
以
内
の
元
金
返
済
の
据
置
も

て
き
ま
す
。

五
、
ご
返
済
は
、
割
賦
(
月
賦
、
年

賦
、
半
年
賦
)
ま
た
は
、
一
時

払
の
方
法
が
あ
り
ま
す
。

六
、
保
証
人
は
原
則
と
し
て
、
一
名

以
上
て
す
。

担
保
は
提
供
し
て
い
た
だ
く
場

合
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
場
合
保
証
人
を
必
要
と

し
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

七
、
利
率
年
九
・
一
%

月打

霞大

凹

、

.一
、

、

、

ι

制
遭
,
」
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経
営
者
の
体
力
増
強
策

順
天
堂
大
学
教
授

石
河
利
寛

5

゛4

'

之
、、い

ー
'

が
如
一

.

」
,

リ

む
か
し
の
経
営
者
の
イ
メ
ー
ジ
と

い
え
ば
、
頭
が
は
げ
上
が
り
、
て
っ

ぷ
り
と
ふ
と
っ
て
、
大
き
な
椅
子
に

ゆ
う
ゆ
う
と
腰
掛
け
て
部
下
を
顎
て

使
っ
て
い
る
人
て
あ
っ
九
。
し
か
し
、

現
在
の
企
業
競
争
が
激
化
し
て
い
る

時
代
に
は
こ
の
よ
、
つ
な
イ
メ
ー
ジ
の

経
営
者
は
適
当
て
な
い
。
明
晰
な
頭

脳
と
洞
努
の
他
に
、
経
営
者
は
人

一
縛
極
的
に
か
ら
だ
を
動
か
せ
る

だ
け
の
体
力
を
持
っ
て
い
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
し
九
が
っ
て
、
経
営
者

は
自
ら
の
体
力
増
強
対
策
に
精
を
出

す
必
要
が
あ
る
。

文
部
省
の
調
査
に
よ
れ
ぱ
、
表
に

示
す
よ
う
に
、
管
理
者
は
他
の
職
種

よ
り
も
体
力
が
す
ぐ
れ
て
い
る
こ
と

が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
お
そ
ら
く
、
経
営
者
は
何

ら
か
の
喜
て
自
ら
の
体
力
増
強
対

策
を
実
行
し
て
い
る
九
め
と
思
わ
れ

る
。

、

私
は
経
営
者
の
体
力
増
強
対
策
と

し
て
、
つ
ぎ
の
三
点
を
強
調
し
た
い
。

一
、
体
重
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

経
営
者
の
陥
り
や
す
い
傾
向
の

一
つ
は
肥
満
て
あ
る
。
こ
れ
は
経

営
者
は
他
の
人
と
の
交
流
が
多
い

九
め
に
宴
会
が
多
く
、
ま
た
時
間

が
な
い
九
め
に
自
動
車
を
多
用
す

る
か
ら
て
あ
る
。
一
般
に
肥
満
者

は
見
掛
け
に
よ
ら
ず
体
力
が
低
く
、

そ
の
う
え
心
臓
病
、
糖
属
、
痛

風
な
ど
の
成
人
病
に
か
か
り
や
す

の
て
、
肥
満
対
策
は
重
要
て
あ

いる
0宴

会
て
注
意
す
べ
き
こ
と
は
ア

ル
コ
ー
ル
類
の
飲
み
過
ぎ
て
あ
る
。

ビ
ー
ル
一
本
、
日
本
酒
一
合
は
ご

は
ん
軽
く
一
杯
分
の
カ
ロ
リ
ー
に

相
当
す
る
。
し
た
が
っ
て
ア
ル
コ

ー
ル
類
を
飲
ん
だ
時
に
は
そ
の
分

だ
け
と
は
ん
の
量
を
減
ら
す
必
要

が
あ
る
。
そ
れ
な
の
に
ア
ル
コ
ー

ル
類
を
飲
む
と
食
欲
が
出
て
、
お

茶
漬
を
条
以
上
に
食
べ
る
人
は

確
実
に
ふ
と
る
。

つ
ぽ
う
、
自
動
車
に
乗
っ
て

い
そ
の
分
だ
け
歩
か
な
け
れ
ば
、
両

者
の
差
だ
け
消
費
カ
ロ
リ
ー
が
減

る
。
自
動
車
を
使
っ
た
た
め
に
歩

品

ギゞ'
、
' 、

y

1

く
時
間
が
三
十
分
間
減
れ
ば
一
日

約
-
0
0
カ
ロ
リ
ー
だ
け
消
費
力

ロ
リ
ー
が
減
る
。
脂
肪
組
織
は
一

グ
ラ
ム
約
七
カ
ロ
リ
ー
て
あ
る
か

ら
、
-
 
0
0
カ
ロ
リ
ー
が
脂
肪
に

変
れ
ば
、
十
四
グ
ラ
ム
の
脂
肪
が

蓄
積
す
る
こ
と
に
な
る
。

ニ
、
運
動
の
励
行

旦
星
活
て
車
を
用
い
る
と
す

る
と
、
そ
の
分
の
消
費
カ
ロ
リ
ー

減
を
ど
こ
か
て
補
う
必
要
が
生
じ

て
く
る
。
そ
の
た
め
に
余
暇
の
一

部
を
運
動
に
当
て
る
こ
と
が
必
要

と
な
っ
て
く
る
。
余
暇
は
自
己
の

自
由
意
志
て
使
用
す
る
こ
と
が
て

き
る
の
て
、
何
を
し
て
も
差
支
え

な
い
が
、
柔
か
ら
宴
会
の
多
い

経
営
者
が
、
休
日
に
朝
か
ら
飲
ん

て
い
る
と
い
う
風
景
は
い
た
だ
け

な
い
。
麻
雀
や
囲
碁
の
よ
う
な
室

内
ゲ
ー
ム
は
余
暇
の
利
用
法
と
し

て
決
し
て
悪
い
も
の
て
は
な
い
が
、

て
き
る
だ
け
余
暇
の
一
部
を
運
動

の
実
施
に
当
て
て
、
業
の
運
動

不
足
を
カ
バ
ー
す
る
よ
う
に
し
た

運
動
の
内
容
は
何
て
も
よ
い

0

、しが
、
て
き
る
だ
け
全
身
を
動
か
す

ξ
ι

適
し
て
い
よ
う
。
ま
た
短
時
間
て

毎
日
実
施
て
き
る
体
操
を
朝
食
前

か
入
浴
前
に
行
う
こ
と
も
大
切
て

あ
る
。

三
、
休
養
の
確
保

年
を
と
れ
ば
と
る
ほ
ど
休
養
が

必
要
と
な
る
。
運
動
と
休
養
の
バ

ラ
ン
ス
の
点
か
ら
い
え
ば
、
週
休

二
日
の
う
ち
、
一
日
を
運
動
に
当

て
、
一
日
を
休
養
に
当
て
る
の
が

理
想
的
と
い
え
よ
う
。
柔
帰
宅

が
遅
い
上
に
、
休
日
は
必
ず
朝
五

時
に
起
き
て
ゴ
ル
フ
に
出
掛
け
る

と
い
う
生
活
は
虫
局
年
の
経
営
者

に
は
無
理
て
あ
る
。
柔
か
ら
必

ず
十
二
賎
則
に
就
寝
す
る
よ
う
に

留
意
す
る
と
と
も
に
、
休
日
の
一

部
を
休
養
に
当
て
る
こ
と
を
忘
れ

て
は
い
け
な
い
。
か
ら
だ
を
使
っ

て
休
め
る
と
い
う
の
が
体
力
増
強

の
原
則
て
あ
る
。

な
お
、
休
養
と
と
も
に
健
康
チ

エ
ッ
ク
が
重
要
な
事
は
い
う
迄
も

な
い
。
少
な
く
と
も
年
一
回
は
必

ず
健
康
チ
エ
ッ
ク
を
行
い
、
疾
病

の
早
期
発
見
に
心
掛
け
る
こ
と
は

体
力
増
強
対
策
の
基
本
て
あ
る
。

0
 
「
昭
和
五
十
五
年
度

中
小
企
業
者
に
関
す
る
国
等
の

契
約
の
方
針
」
に
つ
い
て

0
 
゛
 
Y
←

建
書
ン
ハ
一

,
1
-

.
'
,
加
才
4

一

、

ー
ニ
タ
一
,

を
二
で

、

、

?
身

、

中
小
企
業
者
に
対
す
る
官
公
需
の

受
注
機
会
の
伊
夫
を
図
る
た
め
に
、

「
{
目
公
需
に
つ
い
て
の
中
小
企
業
者

の
受
注
の
確
保
に
関
す
る
法
律
L
 
に

基
づ
き
通
商
産
業
大
臣
は
、
毎
年
度

各
省
各
庁
と
協
議
し
て
「
永
企
業

者
に
関
す
る
国
等
の
契
約
の
方
針
」

を
作
成
し
、
閣
議
の
決
定
を
求
め
、

そ
の
要
旨
を
公
表
す
る
こ
と
と
さ
れ

て
お
り
ま
す
が
、
昭
和
五
十
五
年
度

の
都
に
つ
い
て
、
去
る
七
月
十
一

日
の
閣
議
て
次
の
よ
う
な
内
{
谷
て
決

定
さ
れ
ま
し
九
。

一
、
中
小
企
業
向
け
契
約
目
標

昭
和
五
十
五
年
度
に
お
け
る
国

等
の
契
約
の
う
ち
、
中
小
人
止
業
向

け
の
契
約
目
標
は
、
総
額
て
約
三

兆
四
千
五
百
七
十
一
億
円
と
な
っ

て
お
り
、
昭
和
五
十
四
年
度
の
実

績
に
比
べ
九
・
九
%
の
増
と
な
っ

て
お
ー
す
。
ま
た
、
官
公
需
総

予
算
額
に
占
め
る
宏
企
業
向
け

比
率
も
、
契
約
目
標
同
様
前
年
度

を
上
回
る
三
六
・
五
%
と
な
っ
て

い
ま
す
。

ニ
、
中
小
企
業
者
の
受
注
機
会
の
増

大
の
た
め
の
措
置

昭
和
五
十
五
年
度
の
目
標
を
達

成
さ
せ
る
九
め
、
次
の
措
置
を
講

も
の
て
、
そ
の

う
え
一
生
涯
実

行
て
き
る
も
の

が
よ
い
。
そ
の

点
て
は
ジ
ョ
ギ

(

氷
企
業
金
融
公
庫
の
貸
付
対
象

業
種
は
、
公
庫
設
立
時
(
昭
和
二
十

八
年
)
に
は
、
製
造
業
を
中
心
に
十

゛

闇

(

J

職

じ
て
い
く
こ
と
と
し
て
ま
す
0

円
従
来
か
ら
行
わ
れ
て
い
る
措
置

①
永
企
業
官
公
需
特
定
品

目
(
織
物
外
衣
・
下
着
頚

そ
の
他
の
繊
維
製
口
叩
、
家
具
、

織
す
き
和
紙
、
印
刷
、
潤

滑
油
及
び
事
務
用
邑
の
発

注
計
画
の
情
報
提
供
及
び
落

札
儒
等
の
官
公
需
受
注
情

報
の
提
供
を
行
う
。

②
永
企
業
者
の
事
業
協
伺

組
合
等
に
対
す
る
受
注
機
会

の
増
大
を
図
る
。

③
指
名
競
争
契
約
に
お
け
る

同
一
資
格
等
級
区
分
内
の
者

に
よ
る
競
争
の
確
保
を
図
る
。

④
中
小
工
事
や
中
小
企
業
性

製
品
の
指
名
競
争
契
約
に
お

け
る
業
者
の
指
名
に
当
た
っ

て
は
、
永
企
業
者
を
選
ぶ

こ
と
に
つ
い
て
配
慮
す
る
。

⑤
中
小
企
業
者
の
人
札
が
円

滑
に
行
わ
れ
る
よ
う
性
能
、

規
格
等
入
札
を
行
う
た
め
に

必
要
な
事
項
に
つ
い
て
、
中

小
企
業
者
へ
の
説
明
の
修

に
努
め
る
。

⑥
銘
柄
指
定
を
行
わ
な
い
。

⑦
数
量
面
又
工
程
面
等
を
十

農
林
漁
業

労
務
的
職
業

販
売
・
サ
ー
ビ
ス
業

事
務
保
安
職

専
門
管
理
職

Y
O

一

種

、

荏
討
し
、
可
能
な
限
り
分

割
発
注
す
る
よ
う
に
努
め
る
。

⑧
地
方
支
分
部
局
等
に
お
け

る
調
達
の
推
進
及
び
地
方
支

分
部
局
限
り
て
、
発
注
が
出

来
る
契
約
の
限
度
額
を
引
き

上
げ
る
こ
と
に
よ
る
地
元
中

小
企
業
者
へ
の
発
注
機
会
の

増
大
を
図
る
。

⑨
永
建
設
業
者
に
対
し
配

慮
を
払
い
、
受
注
機
会
の
増

大
に
努
め
る
。

、⑩
ま
企
業
者
か
ら
の
相
談

が
円
滑
に
行
え
る
よ
う
、
官

公
需
相
談
担
当
者
を
明
確
に

し
て
お
く
0

⇔
昭
和
五
十
五
年
度
か
ら
新
九

に
行
わ
れ
る
措
置

宗
企
業
者
に
部
品
等
を
発

注
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
原
材

Y

Y

,

日
守

X
X
栄
X
X
業
果
X
帯
X
X
帯
X
X
X
X
業
1
X
X
X
X
業
崇
X
栄
X
栄

四
二
・
ニ

四
七
・
七

四
七
・
九

四
七
・
一

四
九
・
五

}

}

点

斤戸

七
業
種
て
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
後

公
庫
の
貸
付
綴
の
拡
大
・
経
済
情

勢
の
変
化
等
に
応
じ
て
業
種
の
追
加

が
な
さ
れ
て
き
て
お
り
ま
す
。

今
回
の
改
正
て
は
、
国
民
二
ー
ズ

の
多
様
化
・
高
度
化
に
対
応
す
る
等

の
観
点
か
ら
、
次
の
三
業
種
が
新
た

に
追
加
さ
れ
、
貸
付
対
条
種
は
三

十
一
業
種
に
な
り
ま
し
九
。

黒
行
業

②
熱
供
給
業

③
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業

な
お
、
施
行
日
は
昭
和
五
十
五
年

八
月
八
日
て
す
。

,

人
博

お
好
み
呉
服

十

L

、

Y

コ
'
、
÷
 
J
ム

乢
 
J
ι
'
 
J
 
゛
、
ユ
、
、
 
J
 
J
、

J
 
兇
÷
、
"
,
μ
、
゛
'
、
、
玉
゛
゛

■
^
患
^
武
商
店
^
一
◆

ミ
N
三
鄭
二
^
^
泛
3
生
,
注
^
b

(

1

ぞ

゛

ノ

1

料
夕
の
実
情
等
を
勘
案
し
、

適
正
な
得
て
の
発
注
に
努
め
、

受
縫
会
の
増
大
を
図
る
。

三
、
官
公
需
に
係
る
施
策
の
推
進

M
 
国
等
は
、
本
郡
の
一
層
の

普
及
・
池
氏
を
図
る
。

ま
九
、
国
等
の
地
方
支
分
部

局
等
に
お
い
て
も
、
官
公
需
確

保
対
策
地
方
推
進
協
議
会
の
運

営
等
に
よ
り
、
地
方
の
実
情
に

即
し
て
永
企
業
者
の
受
往
機

会
の
増
大
を
図
る
よ
う
努
め
る
。

国
各
省
各
庁
等
は
、
前
記
の
諸

項
目
に
関
す
る
措
置
状
況
を
、

宋
企
業
庁
長
官
あ
て
通
知
す

る
な
ど
、
永
企
業
庁
長
官
と

嘉
な
連
絡
を
と
り
つ
つ
、
本

方
針
の
実
施
に
つ
い
て
遺
憾
の

な
い
よ
う
努
め
る
。

'
ノ

゛

ン
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人
の
使
い
方

重
要
度
増
す
先
見
性
能
力

賤
馬
や
競
輪
の
予
想
は
言
う
に
及

ぱ
ず
、
近
代
科
学
の
粋
を
駆
使
し
て

な
さ
れ
る
天
気
の
愚
に
し
て
も
当

る
確
立
は
、
翌
日
の
予
報
て
も
八
0

%
程
度
と
い
う
の
て
あ
る
か
ら
、
予

想
と
い
う
も
の
は
難
か
し
い
も
の

だ
。な

ぜ
こ
う
も
予
想
が
当
ら
な
い
か

と
い
う
と
、
不
確
定
要
素
が
は
い
っ

て
く
る
か
ら
て
、
不
確
定
性
要
素
が

多
い
も
の
ほ
ど
予
想
は
難
か
し
い
と

い
え
よ
う
。

と
こ
ろ
が
、
皮
肉
に
も
こ
の
不
確

定
要
素
の
多
い
も
の
に
予
想
が
筈

す
る
傾
向
が
あ
る
の
て
、
予
想
が
当

り
に
く
い
の
は
当
然
の
よ
う
に
思

ー
を
は
じ
め
と
す
る
諸
資
源
の
不
足

が
明
確
に
な
っ
て
い
る
か
ら
て
経

済
界
が
こ
の
資
源
不
足
に
対
応
し
て

い
く
に
は
、
数
多
く
の
障
害
を
乗
り

こ
え
て
い
か
ね
ば
な
ら
ぬ
か
ら
だ
。

そ
れ
は
と
も
か
く
と
し
て
、
こ
の

よ
う
な
困
難
な
時
に
力
量
が
問
わ
れ

る
の
か
り
ー
ダ
f
て
あ
る
0

困
難
な
状
況
下
に
お
か
れ
る
と
そ

れ
を
乗
り
き
る
九
め
に
、
誰
し
も
頼

り
に
な
る
相
談
相
手
、
協
力
者
と
い

つ
た
も
の
を
期
待
す
る
よ
う
に
な

る
こ
れ
が
家
庭
の
場
貪
兄
、
姉

て
あ
っ
九
り
両
親
て
あ
っ
た
り
す
る

が
、
最
も
頼
り
に
す
る
者
は
一
家
の

主
て
あ
る
父
親
て
あ
ろ
う
。
こ
れ
が

企
業
の
場
合
は
経
済
者
て
あ
り
、
職

場
の
場
合
は
そ
の
職
場
の
長
て
あ
ろ

、
つ
0す

な
わ
ち
、
そ
の
者
が
所
属
す
る

グ
ル
ー
プ
の
り
ー
ダ
ー
を
最
も
頼
り

に
す
る
と
い
う
訳
だ
。

そ
し
て
こ
の
り
ー
ダ
ー
の
協
力
や

指
導
て
う
ま
く
困
難
を
乗
り
き
る
こ

と
が
て
き
る
と
、
そ
れ
が
り
ー
ダ
ー

に
対
し
て
の
信
頼
感
や
尊
敬
の
気
持

を
抱
く
よ
う
に
な
急
、
こ
れ
が
て

き
な
け
れ
ば
、
他
の
面
て
も
り
ー
ダ

ー
シ
ッ
プ
が
と
れ
な
く
な
っ
て
し
ま

う
て
あ
ろ
,
つ
。

こ
う
し
九
こ
と
か
ら
、
八
0
徒

の
り
ー
ダ
ー
は
、
問
題
解
決
の
能
力

と
い
う
も
の
が
と
く
に
重
視
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
い
く
し
、
さ
ら
に
り

ー
ダ
ー
て
も
経
営
幹
部
の
よ
う
な
上

層
の
り
ー
ダ
ー
は
変
化
を
確
実
に
予

測
し
て
、
時
代
を
先
取
り
し
て
い
く

先
見
性
と
い
つ
九
能
力
も
、
重
要
度

が
増
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

,
つ
0て

あ
る
か
ら
、
こ
の
と
こ
ろ
新
聞

や
雑
誌
を
に
ぎ
わ
し
て
い
る
い
ろ

い
ろ
の
面
て
の
。
八
0
徒
の
予
想

と
い
つ
た
も
の
も
、
そ
れ
ほ
ど
信
頼

し
て
読
ん
て
い
な
い
が
、
し
か
し
幕

が
き
っ
て
お
と
さ
れ
た
ば
か
り
の

八
0
粍
は
経
済
界
に
と
っ
て
決
し

て
明
る
い
徒
と
は
い
え
な
い
こ
と

は
確
か
な
よ
う
だ
。

理
由
は
種
々
あ
る
が
、
最
大
の
も

の
は
経
済
の
基
盤
て
あ
る
エ
ネ
ル
ギ

な
お
こ
の
よ
う
な
能
力
は
、
机
上

の
学
問
な
ど
だ
け
て
得
ら
れ
る
も
の

て
は
な
く
、
実
務
を
通
し
て
は
じ
め

て
身
に
つ
い
て
く
る
も
の
て
あ
る
か

ら
、
実
務
を
お
ろ
そ
か
に
し
て
は
な

ら
な
い
が
、
そ
う
か
と
い
っ
て
仕
事

に
埋
没
し
て
し
ま
っ
て
は
な
ら
ず
、

い
つ
も
一
段
高
い
立
場
て
考
え
な
が

ら
仕
事
に
取
り
組
む
こ
と
が
必
要
と

い
え
よ
う
。

下
請
振
興
資
金

融
資
制
度
ご
案
内

本
蛋
か
ら
下
請
企
業
の
方
だ
け

を
対
象
と
し
た
県
の
新
し
い
制
度
融

資
「
下
請
振
興
資
金
融
資
制
度
」
が

設
け
ら
れ
ま
し
九
。
以
下
は
そ
の
概

要
て
す
。

▽
貸
付
対
象

県
内
に
主
た
る
事
業
所
を
有
し
、

六
月
以
上
継
続
し
て
同
一
事
業
を

営
ん
て
い
る
者
て
、
過
去
二
年
以

内
に
金
融
機
関
等
に
お
り
て
取
引

停
止
処
分
を
受
け
又
は
信
用
保
証

協
会
に
お
い
て
現
在
代
位
弁
済

を
受
け
て
い
な
い
者
さ
ら
に
振

興
公
社
に
受
注
企
業
と
し
て
登
録

し
て
い
る
者
て
あ
り
、
次
の
各
号

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
、
振

興
公
社
の
推
せ
ん
を
受
け
九
者

①
親
事
善
の
事
業
活
動
の
畜

の
影
響
に
対
処
し
、
経
営
の
合
理

近
代
化
等
を
行
う
者
て
あ
り

ヒ
、当

該
親
1
と
の
下
請
取
引
額

が
原
則
と
し
て
全
体
の
取
引
額
の

二
0
%
以
上
を
占
め
て
い
る
こ
と
。

②
下
請
事
業
者
自
ら
合
理
化
、
近

代
化
等
を
行
い
経
営
の
安
定
を
図

ろ
う
と
す
る
者
。

▽
資
金
使
途
設
備
・
運
転

▽
貸
付
限
度
設
備
一
千
万
円
運
転

五
百
万
円

▽
貸
付
利
率
年
八
・
0
%

▽
貸
付
期
間
設
備
七
年
以
内
丙

据
置
一
年
以
内
)

運
転
五
年
以
内
丙

据
置
六
月
以
内
)

ワ
償
還
瓢
割
賦
返
済

▽
担
保
及
び
保
証
人
保
証
協
会
の

保
証
必
要

※
そ
の
他
、
詳
細
に
つ
い
て
は
振
興

公
社
ま
て
お
問
い
A
暑
く
だ
さ
い
。

〒
1
⑳
三
五
六
四

(

商
業
シ
リ
ー
ズ
セ
ミ
ナ
ー

急
速
な
人
口
増
と
と
も
に
数
々
の

大
型
店
舗
進
出
計
画
等
て
奈
良
市
の

商
業
環
境
は
大
き
く
変
化
し
よ
う
と

し
て
い
る
。

当
所
て
は
、
こ
の
機
に
あ
九
晶

((

業
関
係
者
の
方
を
対
象
に
し
た
講
習

会
を
企
画
致
し
ま
し
九
。

日
程
は
次
の
通
り
て
す
。
奪
っ
て

こ
参
加
く
だ
さ
い
。

日

時
十
一午

後
当
所

奈
良
県
商
工
課

梅
屋
則
夫
氏

定
員
百
名

受
講
料
無
料

七
日

時

6

日
時
十
月
二
十
二
日

午
後
一
時
三
0
分
よ
り

場
所
当
所

講
師
デ
ザ
イ
ナ
ー

藤
野
昌
雄
氏

定
員
五
0
 
名

受
講
料
無
料 (

日
時
十
一
月
七
日

午
後
一
時
三
0
分

所
当
所

市

中
小
企
業
診
断
士

官

上
田
篤
子
氏

定
員
百
名

受
講
料
無
料

ゞ
、
゛
^
丸
包
画
凹
卦
弐
角
抵
融
角
●
瓢
舌
際

当
^
^
に
・
"
^
^
一
・
、
、
^
、
-
ー
、
 
m
^
^
r
 
.
^
、
一
^
、

'
^
,
〕
^
^
^
^
f
^
^
^
^
^
「
^
「
^
,
、
血
鄭
^
^
号
^
^
,
^
^
訂

7

そ
ぞ
ろ
ゆ
く
う
な
じ
に
風
や
花
芙
蓉

は
や
秋
の
風
の
中
な
り
露
天
風
呂

萩
ふ
る
る
句
碑
に
筧
の
水
か
な
て

ひ
と
り
寝
の
夜
の
し
ゞ
ま
や
虫
の
声

盆
燈
篭
ゆ
れ
て
高
野
の
夕
不
気
味

稲
穂
垂
れ
雨
{
谷
赦
な
く
叩
き
居
り

萩
さ
き
て
思
ひ
あ
ら
た
に
吾
子
の
墓

新
涼
や
夫
の
寝
息
の
す
こ
や
か
に

霊
水
を
掬
む
山
か
げ
や
法
師
蝉

忽
然
と
夜
空
を
こ
が
す
大
文
字

温
泉
に
浸
り
て
頬
に
萩
の
風

山
中
山
木
選

店
薫
1
玲

良
柴
5
⑳

奈
、
 
2
 
)

総
,
.
 
4

許
回

全
日
本
中
小
<
業
雙
昆
本
市

日
本
ト
レ
ー
ド

フ
=
ア
開
催

"

全
国
の
都
道
府
県
か
ら
よ
り
す
ぐ

つ
た
永
企
業
者
の
輸
出
品
ギ
フ

、
.

'
一
、
、
.

・
き
・
、
・

ト
ア
イ
テ
ム
を
紹
介
す
る
日
本
ト
レ

ー
ド
フ
エ
ア
が
十
月
二
十
二
日
か
ら

十
月
二
十
五
日
ま
て
の
四
日
鼎
浜

産
貿
ホ
ー
ル
て
開
催
さ
れ
る
。

同
フ
エ
ア
に
は
全
国
の
約
七
百
の

出
品
者
か
ら
一
万
余
点
に
及
ぶ
最
新

サ
ン
プ
ル
が
展
不
さ
れ
る
こ
と
に
な

つ
て
い
る
。
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『大型店対策のための

専門店の商品知識』

講場

昭和卵年10月10日(毎月1回10日発行)奈良会議所ニュース

「商店街の組織化と
活性化の

具体的方法について」

講場

師所

第145号(第三種郵便物認可)

言頼の大きさ・
近電工の
技術で式

やさしいPOP教室

し、呼吸し、成長する都市の、
のシステムをつくる
和添寉かさ・・。

近電工は大きな信頼にこたえま「。
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昭和55年10月10日(毎月1回10日発行)奈良会議所ニュース
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電気・計装・空調 防災・土木

近畿電気工
支店長

奈良市西木
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1
福
井
商
工
会
議
所
青
年
部
と
の

懇
談
会
開
催
1
9
月
例
会
1

去
る
9
月
7
日
卿
・
8
日
側
の
両

日
に
わ
九
り
、
本
田
部
長
沢
井
委

員
長
他
松
名
が
参
加
し
て
、
県
外
研

修
の
一
環
と
し
て
日
本
原
子
力
発
電

樹
敦
賀
発
電
所
・
越
前
製
事
業
所

見
学
及
び
福
井
商
工
会
議
所
主
星
部

と
の
懇
談
会
を
開
催
。

そ
の
中
て
ま
ず
敦
賀
原
子
力
発
電

所
は
ウ
ラ
ン
鰯
を
約
2
S
3
%
に
濃

縮
し
た
低
濃
縮
二
酸
化
ウ
ラ
ン
を
使

用
し
九
わ
が
国
最
初
の
沸
と
ぅ
水
型

原
子
力
発
電
所
と
し
て
、
福
井
県
敦

賀
市
に
昭
和
U
年
4
月
に
着
手
、
昭

和
妬
1
月
よ
り
営
業
運
転
を
開
始
、

舗
万
7
千
キ
ロ
ワ
ッ
ト
の
電
力
を
北

陸
・
関
西
・
中
部
の
各
地
に
送
電
さ

れ
て
い
る
。

安
全
性
は
設
計
・
建
設
・
運
営
各
段

階
の
全
般
に
わ
た
り
万
全
を
期
し
、

安
全
系
の
諸
設
備
は
多
重
か
つ
独
立

し
安
全
へ
の
配
慮
は
尽
さ
れ
て
い
る
。

今
後
は
住
民
の
一
層
の
理
解
と
安
全

な
廃
棄
物
の
処
理
空
の
確
保
等
を

期
し
、
重
大
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
し

て
の
使
用
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

ま
九
、
越
前
和
紙
の
事
業
所
て
は

特
殊
紙
の
オ
ー
ト
メ
ー
シ
"
ン
製
造

過
程
と
伝
統
的
な
手
す
き
和
紙
工
場

を
見
学
し
伝
統
工
芸
へ
の
理
解
を
一

段
と
深
め
た
。

さ
ら
に
福
井
商
工
会
議
所
生
星
部

と
の
懇
談
会
て
は
一
、
会
員
の
出
席
者

増
加
対
策
の
問
題
一
、
会
議
所
青
年

部
カ
ラ
ー
確
立
の
問
題
一
、
会
議
所

と
青
年
部
と
の
緊
密
な
連
携
嘉
等

に
つ
い
て
論
議
し
、
青
年
部
の
あ
り

烹
に
つ
い
て
指
針
を
得
た
。
尚
参

加
者
は
次
の
と
お
り
て
あ
る
。
本
田

正
人
・
沢
井
篇
・
藤
本
純
忠
・
水

谷
悦
郎
・
樽
井
喜
之
・
津
森
秀
明
・

永
井
正
弘
・
山
本
憲
司
・
虎
杖
あ
さ

お
・
一
部
忠
継
・
乾
安
彦
・
須
河

俊
治
(
敬
称
整

<
連
絡
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W
打
例
会
1
研
修
委
員
会
担
当
1

0

0

日
時
 
W
月
N
日
閥
即
1
⑪2

1

一
、
場
所
当
所
3
階

一
、
テ
ー
マ
私
の
経
営
理
念

一
、
講
師
杉
山
繊
維
工
業
妹

取
締
役
社
長
杉
'
嘉
一
氏

Ⅱ
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九
月
例
会
開
催

九
月
九
日
脚
、
正
午
よ
り
、
商
工

会
議
所
に
お
い
て
、
財
東
洋
民
俗
博

物
館
館
長
・
九
十
九
黄
人
氏
を
講
師

に
招
き
、
世
界
民
俗
謬
と
い
う
演

題
て
、
め
ず
ら
し
い
話
を
拝
聴
し
た
。

参
加
一
同
、
講
師
の
餐
し
た
も
の

に
、
感
心
し
た
り
、
に
や
に
や
し
た

り
楽
し
い
一
時
を
す
ご
し
九
。

十
一
月
十
七
貝
十
二
月
十
五
貝

一
月
十
九
日
、
二
月
士
ハ
日
、
三
月

士
<
日
の
い
ず
れ
も
6
時
1
8
時
の

間
に
行
な
わ
れ
ま
す
。

理
に
よ
り
在
庫
の
適
正
化
を
は
か

る
、
 
0
購
買
管
理
に
よ
り
効
率
の
よ

い
仕
入
を
行
な
う
、
な
ど
の
方
法
が

有
効
て
あ
る
。
②
製
品
別
原
価
計
算

を
行
な
い
外
注
工
賃
の
適
正
化
を
は

か
る
と
共
に
指
導
育
成
を
主
眼
と
し

九
外
注
管
理
体
制
を
確
立
す
る
こ
と

が
大
切
て
あ
る
。
③
人
件
費
の
節
約

の
た
め
に
い
わ
ゆ
る
省
力
化
投
資
が

必
要
て
あ
る

4
 
低
固
定
費
低
変
動
贄
経
営

こ
の
。
ハ
タ
ー
ン
は
、
最
も
望
ま
し

い
も
の
て
、
業
界
業
種
に
関
係
な
く

存
在
し
、
優
良
企
業
と
い
わ
れ
る
も

の
の
多
く
は
こ
れ
に
該
当
す
る
。
一

層
の
努
力
を
期
待
し
た
い

以
上
見
て
き
九
よ
う
に
、
損
益
分

岐
点
と
そ
の
位
置
を
九
し
か
め
る
こ

と
は
、
△
後
の
経
営
蚕
卸
1

販
売
戦
略
を
い
か
に
推
進
す
べ
き
か

ー
そ
れ
ら
の
検
討
と
意
思
決
定
の
た

め
に
、
必
要
か
く
べ
か
ら
ざ
る
方
法

て
あ
る
こ
と
が
再
確
冬
れ
よ
う

中
小
企
巻
断
士
井
上
誠
逸

9

事
業
予
定

◎
第
二
月
例
会
(
夜
間
)
は
奇
数
月

の
第
四
火
曜
と
原
則
的
に
決
め
ら
れ

て
い
九
が
九
月
は
祝
日
に
当
り
一
ケ

月
ず
ら
し
て
十
月
に
実
施
す
る
こ
と

に
な
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
第
一
例

会
(
昼
間
)
の
講
師
の
都
合
に
よ
り
、

十
月
十
四
日
(
火
)
午
後
五
時
三
十

分
よ
り
、
第
二
例
会
と
し
て
、
当
倶

楽
部
副
会
長
の
1
三
郎
氏
の
講

話
を
う
か
が
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。◎第

一
月
例
会
は
十
月
二
十
八
日
呪

に
社
会
奉
仕
部
の
担
当
て
、
日
本
赤

十
字
社
外
事
第
二
課
長
、
近
衛
忠

輝
氏
を
招
き
「
難
民
問
題
を
通
し
て

鞭
を
考
え
る
し
と
い
う
演
題
て
、

講
話
を
拝
聴
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

九
。◎

詩
吟
同
好
会
、
毎
週
金
曜
日

午
後
六
時
よ
り
、
岩
間
大
典
氏
公
本

=
旦
に
ょ
る
指
導
を
受
け
て
い
る
。

こ
希
望
の
方
は
、
気
軽
に
ご
来
所
下

さ
い
。

先
祖
に
学
ぶ
人
生
の
生
き
方

事
業
の
仕
方

九
月
二
十
五
日
困
よ
り
7
回
に

わ
た
り
、
当
寿
倶
楽
部
会
員
の
打

谷
石
材
鑾
長
・
打
谷
久
義
氏
を
講

師
に
、
標
記
の
講
座
を
開
催
す
る
。

初
回
の
九
月
二
十
五
日
は
、
参
加

者
二
十
名
て
、
当
倶
楽
部
和
室
は
、

満
員
の
盛
況
て
あ
っ
九
。
打
谷
氏
の

こ
れ
ま
て
研
究
さ
れ
九
事
例
等
を
ふ

ま
え
た
講
話
に
、
参
加
者
は
終
始
熱

心
に
聞
き
い
り
、
深
く
感
銘
を
受
け

九
よ
う
て
あ
っ
九
。

今
後
の
香
は
、
十
月
二
十
貝

中
い
に
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
を
図
る
こ
と

が
肝
要
て
あ
る
。
そ
れ
に
は
、
 
0
価

値
分
析
な
ど
に
ょ
る
材
料
費
低
減
に

努
め
る
、
0
歩
留
率
を
向
上
さ
せ
る

O
A
B
C
俳
な
ど
に
よ
る
重
占
益
目

1
゛

、

鄭
ユ

゛

計
行博

設
谷

0

艸

逢

凱

損
益
分
岐
点
図

表
を
描
く
と
概
ね

次
の
図
表
の
よ
う

な
四
つ
の
。
、
タ
ー

ン
が
あ
る
。
経
営

を
検
討
す
る
に
は

こ
の
ぐ
タ
ー
ン
別

に
み
る
の
が
便
利

デ

ι

(
一

1

健
康
と
若
さ
を
保
つ

イ
ン
ペ
ッ
ク
ス
栄
養
補
助
食
品

小
麦
脛
芽
油
プ
ロ
テ
ィ
ン
プ
ル
ー
ン

資
が
過
大
化
し
が
ち
と
な
る
。
そ
こ

て
、
設
疫
資
に
あ
九
っ
て
は
、
そ

の
過
大
化
を
排
除
す
る
九
め
に
売
上

高
の
伸
び
の
予
測
、
要
員
の
増
加
計

画
、
増
加
運
転
資
金
の
検
討
な
ど
設

僅
資
に
よ
る
経
済
計
算
の
綿
密
な

計
画
を
九
て
る
必
要
が
あ
る

2
 
高
固
定
費
高
変
動
費
経
営

(こ
の
。
ハ
タ
ー
ン
は
、
①
<
止
業
と
し

て
設
備
も
あ
る
程
度
整
い
、
人
員
も

多
い
の
て
、
設
備
の
生
産
性
、
労
働

の
生
産
性
の
両
方
の
向
上
を
図
る
必

要
が
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
作
業

の
標
準
化
・
専
門
化
、
品
質
の
均
一

高
固
定
費
低
変
動
費
経
営

こ
の
。
ハ
タ
ー
ン
は
、
①
設
備
の

謡
率
を
あ
げ
、
単
位
時
間
当
り

生
産
量
の
増
大
と
費
用
の
低
減
を

は
か
る
こ
と
が
重
要
て
あ
る
。
そ

の
た
め
に
は
絶
え
ず
設
備
の
保
全

に
留
意
す
る
こ
と
が
大
切
て
あ
る

②
工
程
間
の
バ
ラ
ン
ス
の
維
持
を

図
り
、
作
業
ロ
ス
や
仕
掛
品
の
抽

大
に
ょ
る
作
業
期
間
の
長
期
化
な

ど
に
よ
る
生
産
効
率
の
低
下
吉

質
の
均
一
化
を
損
な
う
こ
と
の
な

い
よ
う
に
す
る
必
要
が
あ
る
。
③

近
年
、
自
動
化
、
オ
ー
ト
メ
ー
シ
,

ノ
化
が
進
ん
て
い
る
の
て
設
備
投

( 、
遷

蛋
を
つ
く
る
、
 
0
適
正
配
置
に
努

め
る
、
 
0
公
正
な
昇
進
、
賃
金
制
度

を
確
立
す
る
、
 
0
従
業
員
間
の
コ

ユ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
円
滑
化
を
は
か

り
、
公
平
な
業
績
評
価
を
行
う
な
ど

従
業
員
に
ヤ
ル
気
を
起
こ
す
よ
う
巾

広
い
面
て
労
務
管
理
を
行
う
こ
と
が

大
切
て
あ
る
、
③
受
注
生
産
張

企
業
間
の
過
当
続
争
に
よ
り
多
種
少

量
生
産
に
な
る
不
利
益
状
態
に
あ
る

場
合
は
製
品
の
専
門
化
に
努
め
る
こ

と
か
望
ま
し
い

3
 
低
固
定
費
高
変
動
贄
経
営

)こ
の
。
ハ
タ
ー
ン
は
、
①
材
料
費
を

町
 
2

東
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肺
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ゴ
フ

良
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奈
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8

＼(

損
益
分
岐
点
図
表
の

四
つ
の
パ
タ
ー
ン

化
、
管
理
の
単
純
化
・
シ
ス
テ
ム
化

な
ど
の
空
が
有
効
て
あ
る
。
②
0

教
育
訓
練
の
充
実
に
よ
り
従
業
員
の

能
力
の
再
開
発
を
す
る
、
 
0
作
業
環

境
の
整
備
改
善
に
よ
り
働
き
や
す
い
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土
地
・
建
物
を

売
っ
た
と
き
の
税
金

士
地
や
建
物
を
売
っ
た
と
き
の
所
得
を
譲
渡
所
得
と
い
い
、
こ
の
譲
渡
所
得

に
対
し
て
税
金
が
か
か
り
ま
す
。
所
乍
耕
は
、
原
則
と
し
て
、
そ
の
人
の
一
年

間
の
す
べ
て
の
所
得
を
合
計
し
て
税
金
を
計
算
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ー
、

そ
こ
て
、
士
地
や
建
物
を
売
っ
九
場
合
の
譲
渡
所
得
と
、
そ
の
税
金
の
計
算

空
に
つ
い
て
概
略
を
説
明
し
ま
し
ょ
う
。

<
譲
渡
所
得
の
計
算
方
法
>

譲
渡
所
得
は
、
譲
渡
し
た
士
地
や

譲
渡
所
得
は
次
の
窪
て
計
算
し
建
物
を
い
つ
か
ら
持
っ
て
い
た
か
に

ま
す
。

よ
っ
て
、
長
期
と
短
期
に
分
け
ら
れ
、

譲
渡
価
甲
(
取
得
費
+
譲
渡
費
そ
れ
ぞ
れ
別
の
空
て
税
額
を
計
算

用
)
・
譲
渡
所
得

し
ま
す
。

讓
渡
価
額
と
は
、
売
っ
た
士
地
や

長
期
譲
渡
所
得
と
は
、
原
則
と
し

建
物
の
売
却
代
金
て
す
。

て
昭
和
四
十
三
年
以
前
に
取
得
し
九

取
得
費
と
は
、
売
っ
た
士
地
や
建
士
地
や
建
物
を
売
っ
九
と
き
の
譲
渡

物
を
買
入
れ
九
時
の
購
入
代
金
や
購
所
得
の
こ
と
を
い
い
、
短
期
讓
渡
所

入
手
数
料
の
こ
と
て
す
。
取
得
費
が
得
と
は
、
昭
和
四
十
四
年
以
降
に
取

わ
か
ら
な
い
と
き
な
ど
は
、
譲
渡
価
得
し
た
士
地
や
建
物
を
売
っ
た
と
き

額
の
五
。
ハ
ー
セ
ン
ト
を
取
得
費
と
す
の
譲
渡
所
得
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

)

る
こ
と
が
て
き
ま
す
。

注
昭
和
四
十
七
年
三
月
三
十
一
日
以

譲
渡
費
用
と
は
、
士
地
や
建
物
を
前
か
ら
沖
縄
県
に
住
ん
て
い
る
人
が
、

売
る
た
め
に
直
接
支
出
し
た
費
用
て
、
沖
縄
県
に
持
っ
て
い
九
土
地
や
建
物

例
え
ば
、
仲
介
手
数
料
、
測
量
費
を
売
っ
九
と
き
は
、
昭
和
四
十
七
年

借
家
人
に
支
払
っ
た
立
退
料
、
建
物
三
月
三
十
一
日
以
前
に
取
得
し
た
も

を
取
壊
し
て
士
地
を
売
っ
た
と
き
の
の
て
あ
れ
ば
、
そ
の
譲
渡
所
得
は
長

取
壊
し
費
用
な
ど
て
す
。

期
譲
渡
所
得
と
な
り
ま
す
。

<
譲
渡
所
得
に
か
か
る
税
金
の
計
算
>
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奈良会議所ニユース 昭和55年10月10日(毎月1回10日発行)

未来をひらく綜合警備
強く・正しく・温かく

科学警備のパイオニアとして社員12,000 名全国
350ケ所に事業網をもつ我国最大の警備会社です。

第145号(第三種郵便物認可) 奈良会議所ニユース

冨奈良営業所 奈良市二条大路南一丁目2番7号松岡ビル5F
60742-34-7911

D税額の計算
住)長期譲渡所得の税額の計算
長期譲渡所得一特別控除

=課税長期譲渡所得
課税長期譲渡所得が4,000万円以下の場合a .

課税長期譲渡所得X20%=税額
b .課税長期譲渡が4,000万円を越え、 8,000万
円以下の場合
次のイから口を差引いた金額と、800万円との合

計額
イ、(課税長期譲渡所得X,・十その他の課税所得)
X税率
( 2,000万円+その他の課税所得) X税率口

課税長期譲渡所得か8,000万円を起える場合C .

次のイから口を差引いた金額と、800万円との合
計額
イ、((課税長期譲渡所得-8,000万円)X号十4,
000万円十その他の課税所得)1 X税率
ロ、( 2,000万円十その他の課税所得) X税率

※国又は地方公共団体に譲渡した場合や、日本住宅公
団等に対して優良住宅地の造成等の九めに士地等を譲
渡した場合には、課税長期譲渡所得が 4,000万円まて
は、 20%の比例税率により、4,000万円を越える部分は
讓渡益の・、を総合課税した場合の上積税額により課税
されます。

木牡東京都荘区元沫坂 1-6-6第二安全ヒル

昭和郭年10月10日(毎月1回10日発行)

計土章地
すや
る建
こ物
とを
に売
なっ
つた
てと
いき
まの
す譲
゜渡
所
ノ日

は

他
の
所
〒守
と

籬
し
て
税
金
を

備保障

日帰りから海外旅行まで旅のととなら船気軽に.ノ
運輸大臣登録一般旅行業第91号

(株)読売旅行奈良営業所
奈良市高天町18 TEL0742⑳5221~2

Ⅱ 10

<((

Ξ^^
云冗ワC

②短期譲渡所得の税額の計算
短期譲渡所得の税額=次のaとbの二つの方法て計
算した金額のうち、どちらか多い額
課税短期譲渡所得X40%且.

次のイから口を差引いた金額のⅡ0%相当額b .
イ、(課税短期譲渡所得-50万円十その他の課税
所得) X税率
その他の課税所得X税率ロ、

系宗、^^

企業と家庭に奉仕する

栄相互銀
社長野村正

◎詳しいことは最寄りの税務署や税務相談室
へお尋ねくださし

D特殊な場合の特別控除
・自分が住んている建物とその敷地を譲渡したとき

3,000万円
・収用対象事業のために土地などを譲渡したとき

3,000万円
・日本住宅公団などが行う特定士地区画整理事業など
のナこめに土地などを譲渡しナことき・・・・・'・・・ 2,000万円
・特定の民間住宅地造成事業などのために士地などを
譲渡したとき 1,500万円
・農地保有の合理化などのために農地などを譲渡した
とき 500万円

本店
支店

町8番地ノ、

六宮・大安寺・西大寺・学園前・東生駒・天理
郡山(大和小泉)・高田・桜井・桜井北・橿原
気条・下市.上市・大阪(北区南森口D


